
チェーンを広げてネジレがない事を確認します。ケーブルの黄色側から
タイヤの裏側に通す（黄色のケーブルが右側にくるようになること）。

①のサイドチェーンフックに②のサイ
ドリンクをひっかけます。

ビーズワイヤーをストッパーの切れこみから通します。

もっとも短く調整した場合。 余ったサイドリンクはキャッチ部
に差し込みます。（調整の具合に
より届かない事があります。）

■の項目でビーズワイヤーのコマ数が3コマ以下の場合（チェーンがゆ
るい状態）にはサイドリンクの装着位置でチェーンの大きさを多少調整
する事ができます。

マジックテンションのフックをひっぱり、ビーズワイヤー先端部分のリン
グにかけます。この状態で一度車をゆっくり発進させます。

ゆっくりと200～300ｍ以上走行後、一旦車を停車させ左右のタイヤ
チェーンの装着状態を確認します。ビーズワイヤーのつけね部分からス
トッパーまでのコマ数が4コマ以上である事を確認します。

ケーブルジョイントが相手側金具に確実に挿入されているか確認して下さ
い。走行中チェーンが外れる原因となります。

ケーブルジョイントがしっかりタイヤ裏側側面まで移動されているか確認し
てください。移動がされていないと車両サスペンション部分に干渉する原
因となります。ケーブルをタイヤの接地面に残さないように確かめてくださ
い。チェーンが外れたり破損の原因となります。

1 5

6
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2 4

ケーブルをタイヤの裏側側面まで落とし
込み（移動し）ます。

注意

注意

チェーンがゆるい状態での走行は、チェーンが車両に干渉して内側の
フェンダー等に傷をつけたり、チェーンの早期折損等の原因となりますの
で使用しないで下さい。

注意

注意

ビーズワイヤー

マジックテンション

フック

リング

ストッパー

ストッパー逆向き

ストッパーの向きを逆に固定した場合、走行中にビーズワイヤーがゆる
み、チェーンが外れたり破損の原因となります。

ビーズワイヤー

通常の装着状態

サイドリンク
について

1

2 3

※各部の仕様は写真とは異なる場合があります。取り付け方法

取 扱 説 明 書

ケーブルの両側を持って、タイヤの手
前でケーブルジョイントを接続します。
タイヤとボディとの隙間に腕が入らな
い場合、車両をジャッキアップしてください。
※ジャッキの使用方法は車両の「取扱書」をご確認ください。

キャッチ部

ケーブルジョイント

3コマ以下
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ストッパーをタイヤ接地面近くにして車を停止する。

リリースフックを指でつまみ下にゆっくりと引いて下さい。指で引ききれな
い場合は付属のハンドル先端の金具をリリースフックの穴に通して引い
て下さい。タイヤ裏側ケーブルジョイントが外れ、両側に広がり落ちます。

※リリースフックが引きにくい場合は、マジックテンションの
フックをビーズワイヤー先端のリングから外し、ビーズワイ
ヤーをストッパーから外した状態でリリースフックを引いてく
ださい。

マジックテンションのフックをビーズワイヤー先端のリングから外し、ストッ
パーのレバーを押しながら、ビーズワイヤーを外し、サイドリンクをサイド
チェーンフックから外してください。ケーブル・マジックテンション・ストッ
パー等をタイヤで踏まないようにして車を移動しチェーンを取り除きます。

〈お願い〉

1

2

3

取り外し方法 応急処置

保管方法

このたびは、レクサス純正タイヤチェーンをお買い上げい
ただきありがとうございました。ご使用の前に、必ずこの取
扱説明書をお読みいただき、記載された内容にしたがって
お使いください。
本書は紛失しないように車の中に保管してください。なお、
本品を他のお客さまにお譲りになる時は、必ず本書も合わ
せてお渡しください。
また、タイヤチェーンは消耗品ですので取扱いにより寿命
に大きく影響致しますのでご注意ください。

●この取扱説明書では安全にご使用いただくため、特にお守りい
ただきたいことを次のマークで表示しております。

タイヤチェーンは必ず適合車両の適応タイヤサイズに取り付け
てください。適合車両の適応タイヤサイズ以外のタイヤに取り付
けますと車両に接触し、チェーン本体の破損、車両の損傷、
チェーンの脱落のおそれがあり危険です。

注意・・・注意事項を守らないと事故につながったり、ケガをしたり、車を
　　　　損傷するなどのおそれがあります。

●走行中クロスチェーンが切れた場合は、一時的に添付の 
　補修リンクで結んでください。使い方は切れたリンクの両端
　を補修リンクで結び、閉じずにそのままお使いください。
●補修リンクはあくまで一時的なものです。次回からは使用し
　ないで、新しいチェーンと取替えてください。

タイヤチェーン使用後はチェーンに付着した凍結防止剤等を
お湯でよく洗い流し防錆油などをうすく塗って、乾燥させてから
ケースに収納してください。

使用限度

使用後にタイヤチェーンの破損・摩耗の程度を確認してくださ
い。タイヤチェーンの破損があったり、線径の3分の1まで摩耗
した場合はタイヤチェーンが切れるおそれがありますので使用
しないでください。

ストッパー

リリースフックをひく際は、フェンダー内に干渉しないようゆっくりと引いてください。強くひっぱると裏側のケーブルジョイントが外れて広がる際、車両に傷がついた
り、体にあたりケガ等の原因となるおそれがあります。

リリースフックが引きにくい場合

補修リンク

タイヤチェーンを装着する際は、他の交通の妨げにならない平
坦な広い場所か指定された場所で行ってください。

注意

走行中、異常な音、振動、衝撃などを感じた時は直ちに安全な
場所に停車し、タイヤチェーンのゆるみ、破損の有無を確かめて
ください。そのまま走行すると事故の原因につながるおそれがあ
ります。

タイヤチェーンを装着しての急発進、急ハンドル、急ブレーキは避
けてください。また30km/ｈを超えるスピードは出さないでください。

注意

注意

タイヤチェーンの摩耗が線径の1/3を超えている時は、タイヤ
チェーンが切れるおそれがありますので使用しないでください。
（使用限度欄参照）

注意

注意

タイヤチェーンを『タイヤのすべり止め』以外には絶対使用しな
いでください。また、乾燥路面での使用も避けてください。注意

凍結路での急発進によってタイヤを空転させると、タイヤチェー
ンの破損の原因になりますので行わないでください。注意

タイヤチェーンを装着して走行すると、アルミホイール、タイヤサイ
ドの意匠（文字）等を傷つける場合があります。注意

チェーンは車両の「取扱書」でご確認の上、必ず駆動輪に装着
してください。注意

注意

●この取扱説明書に記載されていない取り付け及び使用方法は
　絶対に行わないでください。

ご不明な点は、お買い求めのレクサス販売店へお問い合わせください。

LRX1509

●使用前の注意事項

●走行中の注意事項

摩耗量

線径

3
1


